
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（１）

２つの

・現状

 全す

・自然

 行う

豊里自

開園の

凡例  

    

    

ゾーニン

ゾーンの設

状放置により

る 自然保全

然観察や散策

 自然観察

自然地区

の目的 ：

 ：昔の管理用

 ：主な踏み分

ングの設定

設定 

り淀川らしい

全ゾーン  

策のための最

ゾーン  

区の整備

 生物多

踏み分

用道路跡 

分け道 

定 

い自然環境

最小限の整

備イメー

自然

・「た

の観

多様性や景

分け道 

境を保 

整備を 

ージ（叩

然観察ゾーン

たまり」やヨ

観察や散策を

平成ワ

景観の観点

（２）開

市民参加

間の設定

・市民か

 や利用

・準備に

 種など

 環境の

・国が整

 民の手

・市民の

 ムの準

・一定の

叩き台）

広場

ン 

シ原など、

を主とした利

ワンド 

点から価値

たまり 

開園に向

型の公園づ

 

らの提案に

方法の検討 

先立っての

の保全が必要

把握 

備すべき施設

による公園

主体的な関わ

備 

準備が整っ

 

淀川を特徴づ

利用を図る 

昔の管理

値を有する

たま

けた準備

くりを目指す

もとづく整備

自然環境調査

要な動植物や

設を除き、可

づくりの推進

わりによる利

た段階での開

づける自然環

理用道路跡 

る現状の自

まり 

 

す開園準備期

備すべきもの

査による希少

や生育・生息

可能な限り市

進 

利用プログラ

開園 

環境

踏み分

自然環境を

たまり

広場

期 

の 

少 

息 

市 

ラ 

たまり 

分け道 

をありのま

ヨ

自然観

り 

（３）利

①自然環境

 自然環境

 活動等を

③学校や団

 開発 

②現在及び

 い利用方

 例）現在

   等の

昔の

ままに見せ

シ原 

観察ゾーン

バクダン池

利用プログ

境の保全や

境を紹介す

を通じた「

団体による

び将来の利

方法、安全

在の利用者

の開催 

の管理用道路跡

せる 

踏み分け道 

池 

自然保全

・現状の

・観察目的

限定した

行わない

バクダ

グラム 

安全に留意

る情報発信

知ってもら

観察会向け

用者による

確保の方法

や近隣住民

自然

ゾーン 

「たまり」の

的の一部のた

た利用とし、

い 

ダン池 

広

意した上での

信や、既往の

らう」活動の

けガイド付プ

る豊里自然地

法に関する議

民の参加によ

踏み分け

然保全ゾー

のある自然環

たまり等を除

原則として

場

の、特徴あ

のレンジャ

の展開 

プログラム

地区の望ま

議論の推進

よる地区会

け道 

ーン 

環境を保全す

除き、環境調

て観察路等の

たまり 

ある 

ャー 

ムの 

まし 

進 

会議 

①

 

 

②

 

 

踏み分け道

する 

調査等に

の整備は

第

（４）安全

①利用を図

確保のた

の整備 

②地域住民

ど、地域

制づくり

道 

多目

 

第１回淀川河川
平成

全管理 

図る場所にお

ための注意看

民、公園利用

域ぐるみの安

 

たまり 

たまり 

的広場の整

川公園下流域
成 26 年 8 月 8
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おける利用者

看板など必要

用者による見

安全管理への

整備 

域地域協議会
日 

者の安全

要最低限

見守りな

の協力体


